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用されてきた PCR法を介したクローニング・塩基配列決定では，PCR jumpingによる artifactを誤って組換
え体として検出してしまう可能性があった。佐藤晃嗣はこの点を回避するために PCR法を介さないmtDNA
の精製・クローニング・塩基配列決定を行うことにより，明確に mtDNAにおいて組換えが存在すること，
またその頻度は稀であることを結論づけた。このことはミトコンドリアゲノムに関する遺伝学の研究におい
て極めて重要な知見であるだけでなく，組換えの有無が結果に大きく影響するmtDNAの塩基配列を使用し
た分子系統樹の作成法にとっても重要な情報である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
